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センテンスの構造は分かりやすく 文法も容易である。 主節で用いられている単語も容易であるが， 1

文日と2文目を理解し， 文脈を読まなければ和訳は難しい。 本設間は特にこの主節を意味の通る 訳

にまとめられるかを間う。

問題冊子には， Rap'sorigin s can ( ア ）the South Bronx, New York, in the early 1980s. とあ

るが， 1980s は 1970s の誤植であった。 1980sとした場合，他の記述と の時系列的齟齬が生まれ

るため， 本問は 設間として成立しないと判断したため， 受験者全員， 一律正解とした。

下線部(2)の表現が象徴的に示す具体的内容を， 本文を参照しながら理解できたかを問う。

下線部(3)文頭のThisの内容を具体的に捕いながら和訳できるかを間う。 直前のセンテンスを上

手くまとめながら 主語( This)を作らなければならない。 センテンス後半（特に ，eliminatin g··· 以

降）を分かりやすく丁寧に和訳できるかも間う。

直前のセンテンスの内容を受けて， 直後のセンテンスの冒頭に適切な副詞（接続副詞， あるいは副

詞句， あるいは副詞）を補えるかを問う。

本文全体を適切 に理解できているかを問う。

each bite を 直訳せずに， しかるべき意味として理解しているか， さら に「What（関係代名詞）」や

「asif節」の意味を適切 に理解した上で， 全体として理解可能な和訳ができるかを間う。

下線部(2)の表現は， 直前のパラグラフ（第1パラグラフ） 後半 の内容であることを理解している

かを問う。

間3 空欄（ア）の直前に述べられている 内容を適切に パラフレ ー ズした表現を選ぶことができるかを問

う。

問4 2つのセンテンスにおいて， 文脈上適切な語（もしくは語句）を補えるかを問う。
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問５

　　

Ｔｈｉｓに具体的な言葉を補いながら和訳できるかどうかが， 本問題の大きなポイントとなる（Ｔｈｉｓの

　　　

内容は， 和訳するセンテンスからは比較的離れた 「第２パラグラフ前半」 で語られている）。 また

　　　

ｍｅｄｉｔａｔｉｏｎ（膜想） やｔｈｅＷｅｓｔ（西洋） を適切に和訳できるか， また， 関係代名詞の非制限用法 （，

　　　

ｗｈｉｃｈ…） を理解しているかも問う。

問６

　　

本文全体を適切に理解できているかを問う。

回
ＱｕｅｓｔｉｏｎＡ

第２パラグラフの内容をしっかりと理解してパラフレーズできるかを問う。

ＱｕｅｓｔｉｏｎＢ

第３パラグラフの内容をしっかりと理解してパラフレーズできるかを問う。

ＱｕｅｓｔｉｏｎＣ

　　　

「麺類 （ラーメン， 蕎麦， うどん等） を提供する日本のお店で， あなたの隣に外国人がいる場合， あな

　　

たがすずりながら麺類を食べるのは問題であると考えるか？」という趣旨の設問である。 問題である／

　　

問題でない， どちらの立場に立つとしても，解答者が説得的／論理的に自身の主張を英語で述べられる

　　

かを問う。

回
大間 図のエッセイは， 前半を 「会話文」， 後半をその 「要約文」 としている。 解答者は要約文中の （

　

） 内

に適切な意味の語を補う。各選択肢の意味，語法，また（

　

）前後の文脈の理解，さらに会話文を参照しなが

ら検討する能力， これらを問うものである。

以

　

上


	正解・解答例：英語
	出題の意図：英語



